
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

294（S−160） 日産婦誌62巻 2 号

生涯研修プロ グラム　安全な産婦人科医療を目指して一事例から学ぶ一 （日本産婦人科医会との共催）

1． 医療安全対策 シ リ
ー ズ 　1． 各種 シ ョ ッ ク へ の 対応

3． 産科出血 に対す る子宮動脈塞栓術

埼玉 医科 大 学総合医療 セ ン タ
ー 関 博　之

　外科的処置で 止血 不能な重度の 産科大 量 出血 に

対 し，動 脈 塞栓 術 （TAE ：transcatheter　arterial
embolization ）の 有用性が報告されて きた，我々 も

重症産科大量 出血 54例 に TAE を施 行 した．こ れ

らの 症例 を 1 回の TAE 施行に よ り，出血制御が

可能で あ っ た症例 （有効例） と制御困難で あ っ た

症 例 （無 効例）に わ け後 方視 的 に検討 し，TAE
が有効な病態を考察 し，TAE 後の 妊娠転 帰につ い

て検討した．

　当科 に おけ る TAE 施行症 例 の 内訳 は，軟 産道

裂傷 （頸管裂傷 and ／or 腟壁 裂傷）が 18例，弛緩

出血 12例，遺残胎 盤 8 例，腟壁 裂傷 に よ る外陰血

腫 7例 ， 癒 着胎 盤剥離後 出血 3例 ， 子宮 筋腫合併

妊娠 2 例，常位胎盤早期剥離 2例，子宮破裂 1例，

仮性 動脈瘤 1 で 。上 位 4 疾患 で 全 体の 8 割 をこ え

た．有効例 は 47例 （87％），無 効例は 7 例 で あ っ

た．無効例 は軟産道裂傷 5例 （頸管裂傷 ＋ 腟壁裂

傷 2 例，腟壁 裂傷 3例）， 子宮破裂 1例，弛緩出血

後の DIC によ る多臓 器不 全 1例 で あ っ た．　 TAE

は外科的処置で 止血 不能な重度の 産科大 量出血 に

対 し多 くの 場合有効 で，特 に頸管裂傷，弛緩 出血，

遺残胎盤 に は有効で あっ た．こ れ らの疾患で は 出

血源が子宮動脈 で あるこ とが多 く，内腸骨動 脈，

子宮動脈支配域 の TAE が 有効で あっ た と考え ら

れ る．一方，腟壁裂傷 で は外腸骨動脈系 や 下腸間

膜動脈系の 側副血行路が存在する た め ，経内腸骨

動 脈の TAE の みで は無効 と考え られた．腟壁 裂

傷は結紮止血が 原則で あるが，挫滅が 著 し く，ま

た部位的 に も縫 合止血 が困難 な場 合 は TAE が考

慮 され る，その 場合，1度の TAE で 止血困難な症

例で は経 内腸骨 動脈以外 の TAE の 必要性 を考慮

す べ きで ある，無効例 で は有効 例の 2 倍の 輸血量

が必要で あ っ た．当科で は gel　sponge を用 い た

TAE を行 っ て い るが ，
　 follow　up 可能 な当科 の 症

例にお い て は，術後子宮内膜の 菲薄化等を認めず．

TAE 後に妊娠 した 6例 には異常 を認 め なか っ た．
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